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■
平
成
　
年
度
歌
志
内
市
繰
越
明

２０

許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　
第
１
回
定
例
会
に
提
出
し
議
決

さ
れ
た
、
平
成
　
年
度
に
繰
り
越

２１

す
次
の
　
事
業
の
予
算
に
つ
い
て

１３

の
計
算
書
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

▼
繰
越
事
業
の
翌
年
度
繰
越
額

▽
不
用
施
設
解
体
除
却
工
事

 

１
，
０
４
２
万
７
千
円

▽
公
共
施
設
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

 

７
０
０
万
円

▽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設
改
修

工
事
 

３
８
８
万
２
千
円

▽
老
人
ホ
ー
ム
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整

備
工
事
 

１
３
１
万
３
千
円

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設
改

修
工
事
 
１
，
４
４
９
万
１
千
円

▽
子
育
て
応
援
特
別
手
当
事
業

 

　
万
７
，
０
５
７
円

２０

▽
地
域
振
興
商
品
券
助
成
事
業

 

３
０
０
万
円

▽
定
額
給
付
金
交
付
事
業

 

１
，
５
２
１
万
６
９
８
円

▽
旧
動
物
小
屋
解
体
工
事

 

２
７
０
万
円

▽
歌
志
内
小
学
校
施
設
改
修
工
事

 

２
，
９
２
１
万
４
千
円

▽
情
報
教
育
推
進
事
業

 

５
１
５
万
８
千
円

▽
中
学
校
旧
校
舎
１
階
窓
ふ
さ
ぎ

工
事
 

１
９
３
万
２
千
円

▽
郷
土
館
屋
根
塗
装
工
事

■
歌
志
内
市
個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
本
市
に
お
け
る
行
政
機
関
等
へ

の
個
人
情
報
の
開
示
に
つ
い
て
、

国
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
「
行
政

機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
」
と
の
整
合
を

図
る
た
め
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
市
の
機
関
の
ほ

か
国
及
び
北
海
道
、
そ
の
他
地
方

公
共
団
体
な
ど
に
対
し
、
事
務
の

執
行
に
必
要
な
範
囲
内
で
の
個
人

情
報
の
提
供
に
つ
い
て
、
審
査
会

を
経
ず
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
生
活
安
全
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に
規
定

す
る
、
犯
罪
被
害
者
等
へ
の
支
援

に
関
す
る
市
の
責
務
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
の
条
文
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
殺
人
や
傷
害
と
い
っ

た
犯
罪
の
ほ
か
、
危
険
運
転
等
に

よ
る
交
通
事
故
の
被
害
者
や
遺
族

に
対
し
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
の

精
神
的
な
支
援
や
犯
罪
被
害
者
給

付
金
の
事
務
手
続
き
代
行
・
相
談

な
ど
の
直
接
的
な
対
応
を
行
う
ほ

承
認
さ
れ
た
報
告

可
決
さ
れ
た
議
案

 

１
５
８
万
６
千
円

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
す
べ
て
、
国

の
平
成
　
年
度
第
２
次
補
正
予
算

２０

に
伴
う
経
済
対
策
事
業
等
を
同
　２１

年
度
に
繰
り
越
す
も
の
で
す
。

■
㈱
歌
志
内
振
興
公
社
第
　
期
事

２６

業
報
告
及
び
第
　
期
事
業
計
画

２７

に
つ
い
て

　
地
方
公
共
団
体
が
出
資
し
て
い

る
法
人
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
、
毎
事
業
年
度
の
経
営
状

況
を
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
㈱
歌
志
内
振
興
公
社

が
こ
れ
に
相
当
し
、
今
回
の
定
例

会
で
は
平
成
　
年
度
決
算
や
同
　

２０

２１

年
度
事
業
収
支
計
画
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

●
犯
罪
被
害
者
等
へ
の
支
援
を
明
記
す
る
、
歌
志
内
市
生
活
安
全
条

例
の
改
正
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
暴
力
団
員
の
入
居
制
限
等
を
行
う
た
め
の
、
歌
志
内
市
営
住
宅
管

理
条
例
等
の
改
正
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
緊
急
雇
用
対
策
事
業
費
な
ど
を
計
上
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
案

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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か
、
関
係
機
関
へ
の
情
報
提
供
や

犯
罪
防
止
に
向
け
た
情
報
発
信
等

に
よ
る
、
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い

環
境
作
り
に
つ
い
て
支
援
を
行
う

こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

■
歌
志
内
市
営
住
宅
管
理
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
市
営
住
宅
等
入
居
者
の
、
生
活

の
安
全
と
平
穏
の
確
保
を
図
る
た

め
、
警
察
と
連
携
し
な
が
ら
暴
力

団
員
の
入
居
制
限
な
ど
を
行
え
る

よ
う
、
関
係
条
文
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

■
平
成
　
年
度
歌
志
内
市
一
般
会

２１

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
５
３
５
万
６

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
　４３

億
３
，
９
３
５
万
６
千
円
と
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
主
に
、
国
の
緊
急
雇
用

対
策
に
基
づ
く
「
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
特
別
対
策
推
進
事
業
」
と
し

て
、
地
場
産
品
を
活
用
し
た
創
作

料
理
の
調
査
研
究
事
業
を
チ
ロ
ル

の
湯
へ
委
託
す
る
も
の
で
、
委
託

料
５
３
５
万
６
千
円
を
増
額
補
正

し
、
同
額
を
歳
入
の
道
交
付
金
に

に
計
上
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
人
員
配
置
の
見
直

し
に
伴
う
事
務
員
報
酬
等
予
算
額

の
調
整
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

■
㈱
歌
志
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
４
月
か
ら
、
り
ょ
ー

１７

ゆ
ー
歌
志
内
店
の
後
継
テ
ナ
ン
ト

と
し
て
営
業
を
行
っ
て
き
た
㈲
丸

高
亀
田
商
店
が
、
売
り
上
げ
低
迷

な
ど
の
理
由
か
ら
、
４
月
　
日
を

３０

も
っ
て
閉
店
し
ま
し
た
。

　
５
月
　
日
に
開
催
さ
れ
た
㈱
歌

２１

志
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

株
主
総
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
経
過

報
告
と
併
せ
、
後
継
テ
ナ
ン
ト
の

確
保
に
向
け
た
テ
ナ
ン
ト
料
の
引

き
下
げ
や
そ
の
他
の
条
件
整
備
な

ど
に
つ
い
て
、
取
締
役
会
で
の
検

討
及
び
関
係
機
関
と
の
協
議
を
行

う
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
と
し
て
は
、
住
民
の
利
便
性

を
第
一
に
考
え
、
商
工
会
議
所
等

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
生

活
に
支
障
を
生
じ
な
い
よ
う
、
最

大
限
の
協
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

■
北
海
道
地
域
最
低
賃
金
の
大
幅

な
改
善
を
求
め
る
意
見
書

■
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
を

求
め
る
意
見
書

■
２
０
１
０
年
度
国
家
予
算
編
成

に
お
け
る
義
務
教
育
無
償
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
と
負
担
率
二
分
の
一
復
元
、

就
学
援
助
制
度
充
実
な
ど
教
育

予
算
の
確
保
・
拡
充
を
求
め
る

意
見
書

■
地
方
分
権
改
革
に
あ
た
り
地
域

経
済
等
に
配
慮
を
求
め
る
意
見

書
■
勤
労
貧
困
層
の
解
消
に
向
け
た

社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

再
構
築
に
関
す
る
要
望
意
見
書

■
全
国
健
康
保
険
協
会
管
掌
健
康

保
険
の
財
源
調
整
機
能
の
拡
充

等
を
求
め
る
意
見
書

■
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

●議会の動き（第２回定例会）

可
決
さ
れ
た
意
見
書

行
　
政
　
報
　
告

高
齢
者
大
学
の
皆
さ
ん
が
議
会
を
傍
聴

市
議
会
の
構
成
変
更

　
こ
の
度
の
定
例
会
で
、
各
委
員

会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選

が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
選
任
さ

れ
ま
し
た
（
委
員
長
は
◎
、
副
委

員
長
は
○
、
委
員
は
・
で
表
示
）
。

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
◎
 谷
 　
 秀
  紀
 　
○
 川
  野
  敏
  夫
 

た
に
 

ひ
で
 の
り
 

か
わ
 
の
 
と
し
 
お

　
・
 原
  田
  稔
  朗
 　
・
 大
  屋
 　
 功
 

は
ら
 
だ
 
と
し
 あ
き
 

お
お
 
や
 

い
さ
お

　
・
 有
  惠
  洋
  子
 

あ
り
 
え
 
よ
う
 
こ

■
社
会
建
設
常
任
委
員
会

　
◎
 山
  崎
  数
  彦
 　
○
 渡
  辺
  秀
  親
 

や
ま
 ざ
き
 か
ず
 ひ
こ
 

わ
た
 な
べ
 ひ
で
 ち
か

　
・
 下
  山
  則
  義
 　
・
 堀
  内
  日
  出
  男
 

し
も
 や
ま
 の
り
 よ
し
 

ほ
り
 う
ち
 
ひ
 
で
 
お

　
・
 梶
 　
　
 敏
 

か
じ
 

さ
と
し

■
議
会
運
営
委
員
会

　
◎
 下
  山
  則
  義
 　
○
 川
  野
  敏
  夫
 

し
も
 や
ま
 の
り
 よ
し
 

か
わ
 
の
 
と
し
 
お

　
・
 渡
  辺
  秀
  親
 　
・
 山
  崎
  数
  彦
 

わ
た
 な
べ
 ひ
で
 ち
か
 

や
ま
 ざ
き
 か
ず
 ひ
こ

　
・
 谷
 　
 秀
  紀
 　
・
 堀
  内
  日
  出
  男
 

た
に
 

ひ
で
 の
り
 

ほ
り
 う
ち
 
ひ
 
で
 
お

　
 下
  山
  則
  義
 議
員
の
辞
任
に
よ
り
、

し
も
 や
ま
 の
り
 よ
し

各
種
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
が
行

わ
れ
、
次
の
と
お
り
新
し
い
議
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
空
知
教
育
セ
ン
タ
ー
組
合
議
会

議
員
の
補
欠
選
挙

▼
当
選
人
　
 谷
 　
 秀
  紀
 

た
に
 

ひ
で
 の
り

め
る
意
見
書

■
国
直
轄
事
業
負
担
金
に
係
る
意

見
書

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の

強
化
を
求
め
る
意
見
書

■
４
月
実
施
の
見
直
し
要
介
護
認

定
制
度
の
撤
回
を
求
め
る
意
見

書
■
「
協
同
出
資
・
協
同
経
営
で
働

く
協
同
組
合
法
」
（
仮
称
）
の

速
や
か
な
制
定
を
求
め
る
意
見

書
 

〈
６
月
　
日
・
議
員
提
出
〉

１１

　
こ
れ
ら
の
意
見
書
は
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
や

財
務
大
臣
な
ど
各
関
係
先
に
送
付

さ
れ
ま
し
た
。

　
定
例
会
最
終
日
の
６
月
　
日
、

１１

高
齢
者
大
学
受
講
生
の
皆
さ
ん
約

　
人
が
、
こ
の
日
行
わ
れ
た
一
般

３０質
問
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
真
剣
な

表
情
で
議
員
と
市
担
当
者
と
の
や

り
と
り
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
議
場
へ
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

各
種
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙




